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1．ムーアヘの招待状   
ElizabethBishopは，Vassar大学の4年生の時，思いがけなくも，そして甚  
だ幸運にも，MarianneMooreと逢うことができた。（1）大学図書館の司書Miss  





















の草稿を研究しなさい，とも語っている。（6）   









篭ったきらきら光る秀作である。   























COnStruCtions，COurteOuS，deplore．drumS，dynasties，injustices，1ions，malig・   





たことが判ろう。   



























えば天の邪鬼（contradictory）で，時々，非論理的なのです，などともBishop   
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は語っているが，（15）長年心から親灸した人にして初めて可能な愛情を弛み弛み  


























れている。あの詩が，Bishop の本質を象徴する一篇だと先刻述べた所以であ  
る。“Sandpipers”のもう一回の使用例ほ「十二度目の朝，つまり，あなたの  
意志」“Twelfth Morning；Or WhatYouWill”で，「イソシギの悲痛な叫  
び」“thesandpipers’heart－broken cries”として使われている。尚，作品の  

































brooks（1），Waterfal1（3・6），Swim（3・1），Swimming（6），「泡」   
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である「太陽」と「月」関係の以上の語が，少なくとも一度は現われる詩だけ   

































た芸術家らしく，裁かった。   
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1956年9月15日号のNew YorkeYに発表した作品“Sestina”は，最初の行  































donkey（1・2）はあってもmuleはない。fireflies（5）－4作品に，gOat   





























の詩の一篇である。左端に，原詩にはない連の番号を，便宜上付しておく。   
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雄鶏 た ち  
1）四時に   
砲金紺色の陪がりの中で   
私たちは最初の雄鶏の最初のときを聞く  
2）砲金紺色の窓の   
真下に   
すると直ちに こだまが返る  
3）離れた遠方に，   
それから 裏庭の開いから一声，   
また一一声，ぞっとするようなしつこさで，  
4）ブロッコリー細から   
湿ったマッチをこするような乱み音が立ち，   
ばっと拡がる，そして町ぢゅうに感染しはじめる。  
5）叫び声がごっそり   
水洗便所の廉からやってくる，   
糞べったりの鶏舎の床から，  
6）そこの青い汚れの中では   
彼らの妻たちがかさこそ音立てながら質讃し，   
雄鶏たちはその癖慈悲な足をふんばり ぎらぎらと見詰める  
7）愚かしい限で   
そうしている問も 彼らの囁からは上るのだ   
抑制されない従来のままの叫び声が。  
8）突き出した胸の奥深くから   
緑金のメダルでお酒落して   
他の着たちを指揮し恐れさせようとする，  
9）言い寄られ茂られる   
雌鶏の生活を送る   
多くの妻たちを，   
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10）ひりひり痛む喉の奥深くから   












油山吹色に 青竹色  
無煙監色，アリザリン色，  
15）各々が 意欲に充ちた  
追い出しだ 釣り合いを保った状態の。   
各月が金切り声を立てている，「ここほ俺さまの住む所だぞ．′」と。  
16）各々が金切り声を立てている   
「起きろ，夢を見るのはやめい．′」と。  
雄鶏たちよ，君らは何を目論んでいるのか。  
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そうこうしているうちに 金属のような羽は酸化する。  
27）聖ペテロの罪は  
マグダラのマリアのよりはもっと悪かった  
彼女の罪は肉体だけのものだったのだから，   
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詣）精神のだったから ペテロの罪ほ  
落ちてゆくのだ，燃えさかる炎の下を，  







31）しかし その二人の間に  
一羽の小さな堆鶏の姿が見える  
石灰華のくすんだ円柱の上に刻まれて，  トラ′ミーナソ  
32）その下に オンドリ ガ トキヲ ツタル，  
ペテロ ガ ナク と説明されて。  
ここに 必然的な希望がある，肝心かなめだ，  
33）そうだ，そしてペテロの涙は  
私たちのシャンティクレア（29）の両脇腹を   







36）パシリカ聖堂（80）と家畜小量の上の   
新しい風見熟ま，  
それにまた，ラテラノ聖堂（51）の外側には  
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の雄鶏が叫びを挙げる。それを耳にしながら－ 詩人の夢想が展開されるのだ。  
この詩では，人生と芸術との関係，人生と芸術及びその他の，美なる語でこの   
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詩人が差すものとの関係瞥こ対する作者自身の感情が，この詩を秀作にした特質  
岬7イロニーと穏やかさとの奇妙な組み合ゼーーーによって示唆されている，  





























ものでも安定したものでもないので，結嵐 Bisbopほ，日の出と共に美しく  
なってもはや醜くもいやらしくもない現実世界へと戻っていくのだ，という簡   
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所である。（35）この二人の詩人の質をよく見抜いている見解と言うべきだろう。  















センザンコウ   
もう一つの装甲動物鱗  
エゾマツの松毯の親則正しさで重なり合っている燐 それらは   
途切れることなく中央の尾の列を  
成すに至る．′ 頭と脚と，砂粒を備えつけた砂嚢とを持つこのチョウセンアザミに   
夜の小型芸術家技師ほ，  l遣いもの，  
そうだ，レオナルド・ダ・ヴインチの生き写しだ一  
我々がめったに噂を聞くこともない感銘深い動物にして勤勉家。  
武装は余分にみえる。だが 彼にとってほ  
閉ざしている耳の畝  
あるいはこの小さな隆起さえ隠している  
暴わな耳と 同じように安全のために  
収縮する鼻 及び貫き通せないように閉ぎせる  
限の孔ほ，そうではない。一本物の蟻食いで，   
ゴキブリ食いではない，彼は夜中に  
不慣れな土地を精根枯らすほど孤りで旅することにも堪えて   










丸まって球となり それを解き広げようとする   
あらゆる骨折りをも斥ける力を示す。強力に尾を中に入れ 端正な   
頚ほ中心へ，折れないようにと首の上に，両足は丸く締めて。  








可能な限りの量を呑み込む，尾の上の平たくなった刃の緩の   










肌をした象の鼻のようにひっくり返るのだが，   
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見失われることはない，この蟻や石を呑み込む，損われることのない  








何故，小突堵を動物で優雅に飾って   
そこの 冷い憂苦な低い石の座席に   









精密な模範なのだ。後ろ足ほ決行性で   










世にとっての習字教師ほ，グリフィン（」1）と化すのだ，意味の暗い   
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「同類は非難に値する同類を好まない」を。そして誤りを書く，四つの   
アールで（42）8動物たちの中で 丁つはユーモア感覚を持っている。  
ユーモアは2，3歩節約してくれる。それほ幾年も節約してくれる。無知でほ  
慎しやかで感情忙走らず，それでいてあらゆる感情をもって  匝＿く，  
彼ほ尽きることのない活力を，  
成長する力を 持っている，  
尤も 人の呼吸を早めたり勃起させたり  
できる生き物は殆どいないけれども。  
何ものをも恐れることのない彼だが，  
それなのに震え上って，足どりは一歩ごとに障害に逢うように   
あちこちへ歩く。定則と  
矛盾せず 【 温血で，鰍主なく，二対の手と若干の毛 【 即ち  
哺乳動物である，そこに 自分自身の生息地に 屈すぁって  
サージで覆われ，強力に裳蹄されている。恐怖の虜となって，彼は，常に  
権利を縮少され 生命を消され，薄暗がりに邪魔され，仕事も一部しか果さ  
















遠く及ばないだろう。Bishopの関心は，そこにはなかった。Mooreのこの詩   
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た長い迂遠な詩」であり「防護器管（武装）と優美とについての詩」（55）である，   
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と以上が，Costelloの，この詩についての見解である。   
セノザンコウほ，言うまでもなく M∝汀eの詩でほ寓意のある動物で，「人  




















質的な卑しさを強調したいからと述べて，他の「汚い語句」共々，保存した。   
Mooreは第11連に，“Ourbeds”ではなく，“fastidiousbeds”を，第12達  








べたと言う。（60）第14遵の「頭がガラスのビン」についてほ，雄鶏があちこちで   
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鳴いている様は，地図の上で戦争計画を示すピンのように感じたからだ，とも  
説明している。作中の「ランド・マクナリーの地図」云々の警喩共々，如何に  






























「頭がガラスのビン」などのイメージが，冷たい，心ない野著さと腐朽の印象   























女権拡張論冊子の趣きは，まず，読み取れまい。   
尚，先刻も触れたBishopの作品“TheArmadillo”（7ルマジロ）は，1957  






からも窺えよう。   
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the bitter cold’’に変えたらどうかなどと示唆したようだ。上記の最後の手紙  
で，そのように変更した，と言っているが，実際は変えなかったことが，発表  



















の中に使う，という凝った詩型である。この作品での6語は，COffee，Crumb，   
ェリザべス・ビショップ 断章   
balcony，miracle，Sun，river，である。拙訳では下線を付した。  
朝食への奇蹟   
六時に私たちは三ニエニ を待っていた。   
コーヒーと慈悲深い竺＿∠歴とを   
とある墜重から供される筈のを，   
－昔の王様がたのように，あるいは重畳のように。   
まだ暗かった。左堅の一足が   
弘の長いさざ波の上にしっかり乗った。  
その日の最初の渡し船が 牡を横切っていったばかりだった。   
大変寒かったので私たちはその三ニューが   
うんと熱ければいいと希った，室墜ほ   
私たちを暖めてくれそうになかったので，そしてそのニミ＿と畳も   
重畳によって各々が一本のパンになって，ノミターが塗られれほと希った。   
七時に一人の男が霞貪に歩み出てきた。  
彼はしばらく一人で露台に立っていた   
私たちの頭越しに牡のほうを眺めながら。   
召使いが彼に 重畳の材料を手渡した   
それほ成り立っていた カップー杯だけの三二三二と   
－、一本のバンとから，それを彼はバン層にくザし始めた   
頸を，いわば雲の中に入れて一室堅と共に。  
その男ほ気が狂っていたのだろうか。何たることを杢墜の下で   
彼はしようとしていたことか．その，彼の藍色にのぼってノ   
各々人は，相当固いニミ＿∠歴々一つ一つ受け取って   
ある老は蔑むようにはじき飛ばした 皿の申へ   
カップの，コーヒーの一滴の中へ。   
私たちのある者ほ辺りに立ったまま，亘墜を待っていた。  
次に私が何を見たかを語ろう，それは垂些ではなかった。   
美事な邸宅が基墜の中に立っていて   
その尿，靡からほ熱い三二三二の香りがしてきた。   
前の，バロック様式の白い漆喰の匿皇には  
103   
森 田  孟   
小鳥たちが加わってきていた，週一帯を巣にしていたのだ   
一私はその様を見ていた 片限ほ二三∠層にじっと注ぎながら  
そして回廊や大理石の部屋部屋にも。私の二！∠層   
私の豪邸は，垂墜によって私のた捌こ作られていた，   
長い年月の間に，昆虫たち，小鳥たち，石に細工する坦   
によって。毎日毎日，基墜の下で   
朝食の時刻に 私は私の霞宣に座り   
両足を持ち上げたまま コーヒーをがぶ飲みする。  
私たちは二三ヱ昼を辞め上げてはコーーヒーを飲み込んだ。   



















光の中で星重から生み出した重畳 が，この詩そのものと言えよう。こういう  
作品を若年にして書き得たのも，Bishopが，時代の精神上の窮境にあって  
も，その昔しい状態を，激烈にとか，皮肉にとかではなく，陽気に常に笑い飛   















4）Harold BIoom，ed．＆introduction，EhzabeEh Bishop（Chelsea House Publishers，   
1985）p．5．  























pp．16L20．“Sestina”の全訳もその中にあるので参照されたい。   











































57）乃〟．p．134．   




















Wehearthefirstcrowofthe丘rstcock   
】uStbelow  
thegun－metalbluewindow  
andimmediatelythereisanecho   
O仔inthedistance，  
thenonefromthebackyardfence，  
thenone，withhorribleinsistence，   
grateslikeawetmatch  
fromthebroccolipatch，  
flares，anda1lovertownbeginstocatch．   
Cries galore 
comefromthewater・Closetdoor，  




t】lerOOSterSbracetbeircrllelfeet  ／   
and glare 
with stupid eyes 
w llefromtheirbeaksthererise  






wholead hens’11ves  
Ofbeingcourtedanddespised；   
deepfromrawthroats  
a senselessorderfloats  
allovertown．Aroostergloats   
overotlrkds  
fromrllStyironsheds  
andfencesmadefromoldbedsteads，   
0Ver Ou∫Churcbes  
Ⅵ▼ねeretbe亡mroo如erperclleS，   
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Wltbraglngberoismdefying  
eventhesensationofdying．   
Andonehasfallen，  
btltSti11abovethetown  
historn・Out，bloodied feathersdrift  
dowIl；   
andwhatbesung  
nomatter，Heis負ung  






whosesinwasofthefleshalone；   
Ofsplrit，Peters，  
falling，反neatbthe且ares，  
amongttle“SerVantSando瓜cers．”   
01dholysculpture  
colユId詑titalltogetheT  
inonesmallscene，paStandf11ture：   
Cllriststandsamazed，  
Peter，tWO丘ngersraised  














eachscreaming，“ThisiswhereIlive！”   
EacllSCreamillg  
“Get11plStopdreaming！”  
Roosters，WhatareyouproJeC lng？   
You，WhomtheGreekselected  
toshootatonapost，Whostruggled  
Whensacri丘ced，yOuWhomtheylab l d 
“Verycombative…”  
WhatrighthaveyoutoglVe  
commandsa11dtellusbowtolive，   
Cry“Here！”and“Here！”  
andwakeusherewhereare  






plusallthatvulgarbea11tyOf   
iridescence．  









′  sidesandgemhissp11rS．   
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Tear・enCruStedthick  
asamedievalrelic  
hewaits．PoorPeter，heart－Sick，   
Stillcannot糾eSS  
thosecock・a・doodlesyetmightbless，  




and that outside the Lateran 
therewouldalwaysbe  
abronzecockonaporphyry  







inthebackyard，andgilding   
irom underneath 
thebroccoli，leafbyleaf；  
howcouldthenighthavecometo grief？   
gildi皿gthetiny  
且oati喝SWa1low’sbelly  







that eventhePrince  
OftheApostleslongsince  
badbeenfor即Ven，andtoc nvince   
alltbeassembly  
THE PANGOLIN 
Anotherarmoredanimal－SCale   
lapplngSCalewithspruCe－COneregularityuntilthey  
formtheuninterruptedcentral   






ar bare ear lacking even this small 
eminenceandsimilarlysafe   
COntraCtingnoseandeyeapertures   
impenetrablyclosable，arenOt；－atrueant・eater，  
notcockroach・eater，Whoend11reS   
exhaustingsolitarytripsthroughunfamiliargroundatnight．   
returnlngtnforesunrise；StePplnginthemoonlight，  
Onthemoonlightpeculiarly，thattheoutside   
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edgesofhishandsmaybeartheweightandsavetheclaws  






rollshimselfintoaballthathas   










engulfswhathecan，theflattenedsword－   
















form and frictionless creep of a thing 
madegracefulbyadversities，COn・   
VerSities．ToexplaingracerequlreS  
acurioushand．Ifthatwhichisatal1werenotforever，   
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disheartenment．Bedizened orstark  
naked，man，theself，thebeingwecallhuman，Writing・  
mastertothisworld，griLfonsadark  






thaugh there are few creatures who can make one 
breathe faster andmake oneerecter．  
Notafraidofanythingishe，  
andthengoescowerlngforth，treadpacedtomeetanobstacle  






“Againthesun！   























blcony．   
Ilestoodforaminutealoneonthe  
balconV 







1cantellwhatlsaw next；it was not a  
miracle．  
Abeautif111villastoodinthesun  











WOrking the stone．Every day，in the  
1〔旧kingoverourheadstoward t血eriver．  slln，  










We licBed up the crumb and swallowed 
tbecoffee．  
A window across the river caught the 
Sun  
asif themiracle wereworking，Onthe  
WrOngbalcony．   
Wasthemancrazy？Whatunder sun  
WaShetrylngtOdo，upthereonhis  
balcorly！  ／′  
